
第43回

日本血液学会北陸地方会

プログラム・抄録集

当番会長 水田 秀一（金沢医科大学　総合内科学）

会期　令和７年７月19日（土）
　　　受付：11：00～
　　　ランチョンセミナー：12：20～
　　　学術集会：13：10～
会場　金沢医科大学病院 中央棟４階 北辰講堂・橘ホール
　　　（石川県河北郡内灘町大学1－1）

日本血液学会北陸地方会・日本血液学会 共催

【参加者の方へ】
参加費1,000円（メディカルスタッフ500円）を受付にてお支払いの上、参加証
をお受け取りください。
自家用車でご来場の方は、受付で駐車券をご提示いただくことにより駐車料
金が100円となります。

【ご発表者の方へ】
■ 一般演題は１題10分（発表７分＋討論３分）です。
■ 演題の受付は中央棟４Fロビーにて11：00より行います。
以下いずれの場合もご発表の30分前までにPC受付にお立ち寄りください。
1）USBフラッシュメモリーにて発表データをご持参の場合
 　 会場ではWindows11、PowerPoint2019がインストールされたPCをご用
意しております。PC受付にて動作確認と登録をお願いいたします。

2）PC本体をご持参の場合
 　 HDMIへの変換コード、電源接続コードを必ずご持参ください。
 　 なお、Macintoshをご使用の方は原則としてPC本体のご持参をお願い
いたします。

■  演題データのファイル名は、演題番号・所属・演者氏名が分かるように簡
潔につけてください。（例：１_石川大血内_金沢太郎）



会場のご案内



プログラム

11：30～　評議員会
12：15～　開会式
12：20～13：00　ランチョンセミナー
座長：金沢医科大学　総合内科学　水田　秀一　先生

 「濾胞性リンパ腫の病態理解の進歩と治療の展望」

 京都大学大学院医学研究科　人間健康科学系専攻
 京都大学医学部附属病院　血液内科
 錦織　桃子　先生

 共催：ジェンマブ株式会社／アッヴィ合同会社

一般演題
13：10～14：10「一般演題①」
 座長：恵寿金沢病院　内科　村田　了一　先生

1. 潰瘍性大腸炎治療中に発症した肝脾T細胞リンパ腫の一例

富山赤十字病院　血液内科
○澤田　凌、藤井　俊、貫井　友貴、望月　果奈子、黒川　敏郎

2. 治療経過中にIgG4関連疾患が発見された血管免疫芽球性T細胞リンパ腫の一例

金沢医科大学　血液免疫内科
○柿沼　美幸、柳澤　浩人、三島　啓太、山之内　弥矢、上田　祐輔、山野　高弘、
坂井　知之、山田　和徳、川野　充弘、水田　秀一、正木　康史
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3. B細胞リンパ腫が疑われた組織球肉腫の一例
１金沢医療センター　血液内科
２公立松任中央病院　血液内科
３小松市民病院　血液内科
○松山　凌１、山野　塁子１、近川　由衣１、三村　優仁１、大畑　欣也１、材木　義隆２、
村　宏樹３、青木　剛３

4. 当院での末梢性T細胞リンパ腫 3例に対するツツジノスタット使用経験

厚生連高岡病院　血液内科
○経田　克則、清木　ゆう

5. ベーチェット病様腸管病変を発症した８ trisomy 骨髄異形成症候群の1例
１恵寿総合病院　臨床研修センター
２恵寿総合病院　内科（血液内科）
３同　病理診断科
○杉下　翔１、山崎　雅英２、中川　紀温２、上田　善道３

6.  エルラナタマブ投与後に下肢筋力低下から免疫エフェクター細胞関連神経毒
性症候群と診断された再発・難治性多発性骨髄腫の一例

富山県立中央病院　血液内科
○洞口　龍介、漆原　涼太、木村　拓未、川島　隼人、辻　紀章、田辺　命、近藤　恭夫

14：20～15：10「一般演題②」
 座長：小松市民病院　内科　青木　剛　先生

7. CPX351が奏功した治療関連Core-binding factor急性骨髄性白血病の一例
１富山大学附属病院　卒後臨床研修センター
２同　血液内科
○塩根　啓太１,２、神原　悠輔２、峯村　友樹２、奈邊　愛美２、小野　賢人２、菊地　尚平２、
和田　暁法２、佐藤　勉２
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8.  tyrosine kinase inhibitor(TKI)+ステロイドにより寛解導入を行った気腫合併肺
線維症(combined pulmonary fibrosis and emphysema: CPFE)を合併した高齢者
Philadelphia chromosome (Ph)‒positive acute lymphoblastic leukemia (ALL)

１市立砺波総合病院　血液内科
２同　健診センター
３同　消化器内科
４金沢医科大学氷見市民病院　呼吸器内科
５杉森クリニック
○大八木　秀明１、松浦　絵里香２、高田　佳子３、北村　和哉３、中川　研４、杉森　尚美５、
又野　禎也１

9.  チロシンキナーゼ阻害薬 (TKI) 治療中にPhiladelphia染色体陰性細胞 (Ph-) に7
番染色体欠失をきたし急性白血病 (AML) に進展した慢性骨髄性白血病 (CML) 

福井県立病院　血液・腫瘍内科
○高橋　和暉、砂川　みや、服部　雄、篠田　隆司、森永　浩次、河合　泰一

10. M244V変異陽性のCML-BCに対して同種移植を行った症例

福井大学医学部附属病院　血液・腫瘍内科
○大森　優樹、位田　奈緒子、新家　裕朗、山内　高弘

11.  原因不明の血栓症に対する遺伝子パネル検査の有用性とバリアントの特徴お
よびACMG分類

１金沢大学大学院　医薬保健学総合研究科　保健学専攻　病態検査学講座
２公益財団法人かずさDNA研究所
３金沢大学附属病院　血液内科
○長屋　聡美１、小原　收２、森下英理子１,３

15：10～15：25　総会
15：25～15：30　休憩
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15：30～16：30　教育講演
座長：金沢医科大学　総合内科学　水田　秀一　先生

 「CML治療の進化」

 佐賀大学医学部内科学講座　血液・呼吸器・腫瘍内科
 佐賀大学医学部　創薬科学共同研究講座
 木村　晋也　先生

 共催：ノバルティスファーマ株式会社

16：35～17：15　イブニングセミナー
座長：金沢医科大学　血液免疫内科　正木　康史　先生

 「慢性リンパ性白血病の初回治療 Up to date」

 国立病院機構大阪医療センター　血液内科
 柴山　浩彦　先生

 共催：アストラゼネカ株式会社

17：15～　閉会式
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